
名古屋コーチンの無投薬飼育技術を構築名古屋コーチンの無投薬飼育技術を構築

２００８年 愛知県農業総合試験場の１０大成果

－天然の免疫増強物質やシンバイオティクスで抗菌性物質を代替する飼育技術－－天然の免疫増強物質やシンバイオティクスで抗菌性物質を代替する飼育技術－

畜 産 研 究 部

抗菌性飼料添加物の代わりにサトウキビ抽出物またはシンバイオティクスを飼料中に添加

し名古屋コーチンに給与させることにより、従来法（抗菌性飼料添加物添加）と同等の優れ

た生産性が得られることを明らかにしました。

●飼料への添加量は、サトウキビ抽出物で0.01%、シンバイオティクスで飼料1kgあたり乳

酸菌107個とオリゴ糖50mgです。

●経済性の指標である生産指数（数値が大きいほど生産効率が高い）は、従来法と同等の高

い水準を維持することができました。このことは、サトウキビ抽出物やシンバイオティクス

に高い免疫増強効果（疾病防除効果）があることが要因の1つと確認されました。

●さらに、サトウキビ抽出物には、感染抑制が困難な寄生虫（コクシジウム）に対して抑制

効果があることが確認されました。

消費者の畜産物に対する安全安心志向の高まりやＥＵを中心とする世界的な抗菌性飼料添

加物使用規制の流れの中、薬剤耐性菌のリスクのない安全な畜産物（鶏肉）生産技術の確立

が望まれています。

名古屋コーチンの安全安心生産システムが確立でき、名古屋コーチンの付加価値を更

に高めることができます。

成果の内容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

生存率と免疫増強効果
飼料への添加物が生産指数に及ぼす効果 γｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝを鶏の肉垂に接種し、その腫脹差を測定。

腫脹差が大きいほど免疫増強効果が高い。

Ａ：無 添 加 Ｂ：抗菌性飼料添加物 Ｃ：サトウキビ抽出物 Ｄ：シンバイオティクス
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